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第 1 部（第 1 ～ 4 章），住民運動の展開と政府
やメディアの対応を扱う第 2 部（第 5 ～ 7 章），
ラブキャナル事件の教訓と地区の再宅地化をめ
























Richard S. Newman 著
Love Canal :A Toxic History from 























































































るとして，78 年 8 月，約 20 世帯の妊婦と 2 歳
以下の子供の避難を勧告した（その直後，カー
ター大統領の「緊急事態宣言」により，避難勧









Love Canal Homeowners Association，LCHA）
を結成した（他方，アフリカ系アメリカ人を中
心とした公営団地の賃貸住宅に住む住人は，















を 守 る 」 こ と が 参 加 の 強 い 動 機 に な っ た



























































































に取り組んだ。LCHA 会長の Lois Gibbs は環











































































































　先行研究（Blum 2008，Gottlieb 2005 など）
によると，ラブキャナル地区に住むブルーカ
ラー労働者の多くが労働組合員であり，これら
















地 域 の 結 び つ き は 最 小 限 に 留 ま っ て い た
（Gottlieb 2005，474）。なお，Hooker 社の工場
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